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　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所

 第７回定例理事会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆日時：２０１１年７月２６日（火）
１８：３０～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆場所：パレスグランデール２Ｆ

1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               奥山　和征　専務理事
2. ＪＣＩクリード唱和                                             伊藤　健二　委員長
3. ＪＣ　Ｍｉｓｓｏｎ　　　　　　　　　　　　　　                 遠藤　智大　委員長
4. ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和               　                酒井　貞和　委員長
5. 出席者の確認（敬称略）                                         横山　隆太　事務局長
理事長　　　　　　　　船　橋　吾　一　　　
直前理事長　　　　　　荒　井　　寛　

副理事長　　　　　　　野　口　雅　弘（遅参）
副理事長　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長　　　　　　　松　田　勝　行（欠席）
副理事長　　　　　　　井　上　周　士
副理事長　　　　　　　齊　藤　秀　昭

専務理事　　　　　　　奥　山　和　征
監事                  齋　藤　秀　和
監事                  鈴　木　慎　也（遅参）
監事　　　　　　　　　高　橋　　大　　

特別委員長            菊　池　　学　　

特別委員長            後　藤　吉　伸

室長                  東海林　　仁　（遅参）
室長   　             金　子　　明　（欠席）
室長                  安　藤　太一郎

室長   　             三　沢　慶　洋（遅参）
本部長　　　　　　　　鈴　木　辰太郎

本部長              　中　村　祥　之
委員長　　　　　　　　佐　藤　貴　博（欠席）
委員長　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長　　　　　　　　酒　井　貞　和

委員長　　　　　　　　中　村　正　利（遅参）
委員長　　　　　　　　遠　藤　智　大

委員長　　　　　　　　豊　島　　宏　（遅参）
委員長　　　　　　　　鈴　木　　力

部会長　　　　　　　　齋　藤　伸　治（遅参）
部会長　　　　　　　　佐　藤　　淳　（遅参）
部会長　　　　　　　　福　島　隆　之（遅参）
部会長　　　　　　　　會　田　智　弘（欠席）
部会長　　　　　　　  齋　藤　洋　也

部会長　　　　　　　　高　野　秀　哉
部会長　　　　　　　　矢　口　政　則（遅参）
財政局長　　　　　　　田　牧　大　祐（遅参）
事務局長　　　　　　　横　山　隆　太

＜オブザーバー＞

会員拡大委員会　副委員長　　長　瀬　洋　一

会員拡大委員会　会計　　　　荒　井　　敦

新入会員　　　　　　　　　　五十嵐　安　弘

新入会員　　　　　　　　　　井　上　智　博

新入会員　　　　　　　　　　小　林　　治

新入会員　　　　　　　　　　佐　藤　博　之

新入会員　　　　　　　　　　手　塚　幸　樹

新入会員　　　　　　　　　　村　山　哲　也　　

会務セクレタリー      　　　岩　田　雄　治

会務セクレタリー      　　　狩　野　慎一郎

６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長　

理事会構成員３１名に対し、２分の１以上の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
議事録署名人に井上周士副理事長、中村祥之本部長、議事録作成人に会務セクレタリーを指名する。

８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
修正等があれば事務局に申しつけて頂きたい。また本会議後自動承認となる。

９．理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長　　
本日も６時半という開会の中で、本当に７月これから事業を報告させて頂きますが、忙しい中においても、皆様から調整を頂きましてご出席頂きましたことに対しまして感謝を申上げたいと思います。また新入会員の皆様、ようこそ理事会にお越し頂きました。最高の決議は総会でありますが、皆様の代表者で構成されている理事会を、是非本日は見て頂きたいと思います。宜しくお願いしたいと思います。また本日は上程があるということをお聞きしております。また委員会の方から上程があるかと思いますが是非、ご指名があれば元気よくご説明頂ければと思います。新入会のいる中で大変恐縮ではありますが、本日はギリギリの出席人数の中での、この会議がスタートしております。事務局長より遅参、欠席との言葉が発せられました。グループでしっかり委員長、室長、副理事長、お互いグループの中でしっかりと連絡調整を図りながら次回の理事会にも多くのメンバーに出席をして頂きたいので宜しくお願いしたいと思います。本日の議題も非常に多くありますので多くのことは話しませんが、例会以後あったことにつきまして若干触れていきたいと思います。例会につきましては総会も同時に開催されまして次年度理事長が予定者として決定いたしました。また公益社団法人へ向かうべく議案等の審議もなされております。出席された方は是非、欠席者の方へ今一度伝えていなければお伝えをして頂きたいと思います。この５６年の歴史の中で公益法人へ向かう際には一度解散という歴史を刻まなければなりません。そういった意味で２０１１年度の７月の総会は今までにない重い総会だったということを心にたたき込んで頂きたいと思います。そんな意味で前回の理事会の資料にもありますのでもう一度内容を見て頂きたいと思います。是非、宜しくお願いいたします。その後日本ＪＣのサマーコンファレンスが横浜で開催がなされました。夢を現実にする特別委員会の皆様からいろいろな調整を図って頂きながら、金曜日の日本青年会議所の理事会で報告の案件に正式に載せて頂きまして日本青年会議所の国際グループで上程がなされ、その後、理事長から一言ということで今までにない会場の雰囲気の中でご挨拶をさせて頂きました。なかなか緊張のあまり声を発することが出来なかったことが多々ありましたが、皆様の思いを元気良く１００％を伝えることが出来たと思っておる次第であります。そして次の日、日本ＪＣセネターズクラブとＰＯＩの会、ＪＣＩ国際青年会議所の歴代副会頭を歴任された方で構成される会の合同での開催で、本年は国際青年会議所の会頭が日本から輩出しているということもあり、そのＷＰの方から今までの報告会ということで、いろいろなご説明がなされておりました。その後少し時間を頂きましてＡＳＰＡＣの誘致活動のご報告とＰＲを設けさせて頂きました。ただ会場が余りにも狭かったということで本当に多くのメンバーに来て頂いたのですが入り切れなかったということで、理事メンバーも入りきれなかった方もいらっしゃいましたがお詫びを申上げますが、こちらも歴代会頭がいる中で再度緊張してしまいましたが思ったことは伝え切れたと思っております。ありがとうございました。その後姉妹ＪＣを締結している倉敷青年会議所との恒例の合同ＬＯＭナイトが開催されました。倉敷青年会議所の岡本理事長からも日本青年会議所の理事会そして先程のＰＯＩの会にも一緒にご出席頂きまして後押しをして頂きました。その挨拶の中でも、山形青年会議所をしっかり支えていく、姉妹青年会議所としてお支えするという話を皆の前で頂きました。本当に力強いと感じましたし、これまでの姉妹締結の絆の深さを再度感じることが出来ました。楽しいゲームもありまして沢山お土産も頂きましたので、ルームにありますので是非、たくさん食べて頂きたいと思います。本当に皆様から盛り上げて頂きまして素晴らしい交流の場に出来たと思います。またメインフォーラムにて夢を現実にする特別委員会の方から音頭をとって頂きバナーを持ってのＰＲを日本で初めてさせて頂くことが出来ました。特にＡＳＰＡＣという表現はあまりしなかったわけですが、しっかりと我々のＡＳＰＡＣに向けての声は届いたと思います。ありがとうございました。次の日ですが、伊藤委員長のＫＩＤ’Ｓ　ＡＲＴ　羅針盤！の最終セミナーが開催されました。私も認証を受けたいと頑張っておりましたが、それと並行して花火大会特別委員会の市長を交えての募金活動が行われましてセミナーには最後まで参加することが出来ませんでした。来年に持ち越しになるのか。直前として認証を受けるのもいいのかと冷静に考えているところでございますので、その際は宜しくお願いいたします。募金活動についても皆様のご協力を頂きまして１０万円程集めることが出来ました。１０万円といえば、３，５００万円集める中では非常に少ない金額ではございますが、お金を集めることも一つですが山形花火大会を今年度も８月１４日に行うというＰＲを大々的に行う意味の方が大きいと思います。そんな意味からＰＲはしっかり出来たと思います。ありがとうございました。次の日ですが第二回役員選考委員会、後程上程されますがＡＳＰＡＣ実行委員長の方が選出されました。２０日には歴代花火の委員長本部長会議が開催されまして、いよいよ花火に向けて花火大会特別委員会がしっかりとスタートした日がこの日であります。また次の日ですが、私は商工会議所の出向として部会と懇親会に参加し、その後９月に行われるＡＰＤＣの皆様がその前の現調ということで来られましたのでご挨拶をさせて頂いております。野口副理事長、三浦副理事長、また夢を現実にする特別委員会についてはありがとうございました。また、私は参加しておりませんが２４日に花火大会の方で艶やか浴衣教室というものが開催されました。ＨＰでもブログで若干紹介されておりますがいつかご報告を頂ければと思います。そして最後に昨日までシニアも合わせて２８名で香港の地に行って参りました。これはなぜかといいますと、香港にあるまだ４年目のシティレディＪＣと姉妹締結式を行って参りました。昨年いろいろなご縁がありまして、しっかりと目標、目的、我々の考え方をつたない英語ではありますが、しっかりと手を組んで２４日の締結式に迎えて参りました。私も英語のスピーチということで１００％ではなかったですが、その中には約１００名のメンバー、シニア、そして香港の理事長、ＬＯＭの次年度会頭という方々も出席をされまして素晴らしい締結式を取り行うことが出来ました。それについては何かの形で夢を現実にする特別委員会の方でもご報告があるかと思います。日本青年会議所の水野事務局長から話をされました。今まで何十年間も携わってきて、これ程素晴らしい締結式は初めてであるという話を頂きました。これについては、シティレディＪＣの皆様がしっかりと設営をして頂いたということもあり我々の気持ちもあってあのような素晴らしい会になったと思います。私の口からなかなかお伝え出来ない部分もあるので是非、各グループで行った方がいらっしゃいますのでお伝え頂ければと思います。また新入会員からも行って頂きましたので是非、お伝えをして頂きたいと思います。そんなに長くない話をするつもりでしたが、今聞いただけでもこの７月というのは本当に盛りだくさんの毎日でありました。私も心が折れそうなことが多々あったのですが、皆様と会った時に皆様の笑顔でなんとかこの７月の理事会を迎えているところであります。これまでの皆様に感謝し、あと半年間ございます。事業はまだまだございます。是非、ご協力を頂きながらこの２０１１年度をしっかりと２０１２年度に繋いでいきたいと思っておりますので更なるご協力をお願いいたします。本日は先程も触れましたがＡＳＰＡＣの実行委員長も決定となります。是非、その方の話を聞きながらしっかりと皆様でお支えをしていくという形でこの理事会を終えて頂きたいと切に願い、理事長からのご挨拶とさせて頂きます。本日も最後まで宜しくお願い致します。
１０．直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井寛直前理事長
本日も大変疲れ様です。宜しくお願いいたします。理事長からもございましたがシティレディＪＣとの姉妹締結大変お疲れ様でございました。非常におごそかな雰囲気の中にも大変盛り上がったということで本当に記憶に残る山形ＪＣの新たな１ページが開かれたのだと思った次第であります。私も何度か香港に行きまして極めて海外が不得意な私でありましたが、前回泊まったホテルも同じでしたし街並みも覚えたので自分でも慣れてきたと思った次第であります。またホテルはツインルームでパートナーの方がいらっしゃったのですがパートナーに恵まれて夜中に地響きのような音が聞こえてきて地震に見舞われた夢を見たりしました。出発する前に震度５の地震があったということで本当に東北の人間として未曾有の大震災を一瞬でも忘れてはならない。ちょっと気を抜くと震災を忘れてしまうという私に火をつけて頂いたということでパートナーの方には感謝申上げます。ありがとうございます。さて話は変わりますが香港に慣れたという話をしたのですが、一つだけ慣れなかったことがありました。実はエアコンの冷房です。ホテルや観光施設の中で極めつけはレストランでした。非常に設定が低かったと思います。ものすごく寒くて他の人は半袖で過ごされたみたいですが、私はこの格好でジャケットを終始離さず３日間過ごさせて頂きました。日本では本当に節電ということで騒がれておりますが、国の事情が違いますので単純には比較出来ませんが少し気になったので香港の電力供給がどうなっているのかネットで調べてみたのですが、香港の総電力の割合からいくと１５％から３０％が原子力発電によるものだそうです。日本は約２３％が原子力ということですので似ているかと思います。香港と言えば１００万ドルの夜景と言われているのであれだけの電気量を確保するためには、確か中国の本土の方からの原子力からも電気を送電してもらっているということでした。話はそれましたが今回の姉妹締結の３日間の中で特に原発問題の話題が取り沙汰されるということはなかったのですが、ただ今後のことを考えていきますと、やはりこういう事態は避けては通れないのも事実でありますので、特に海外の方と今後も付き合いをしていく上で、これは香港に限らずですがいろいろな方とお付き合いをしていく中では配慮しなければならない部分もあるかと思います。原発の問題が起きた直後は風向きで山形にも来るのではないかとか、非常に不安があったのですが数か月経つと大丈夫という雰囲気になっていたわけです。それが先日の牛肉の問題です。それでまた大変なのではないかということになりまして、また我々の受け止め方が変わってきました。それが数ヶ月間繰り返されている。それが顕著に表れたのが、先日福島の方から炊き出しの支援をして欲しいということで初めての福島でしたが、日曜日で私は行けなかったのですがブロックの事務局長から行って頂きましたがおそらく福島に入りたがらないボランティアが大分増えてきたのでないかと感じた次第であります。そういった中ではありますが何を言いたいかと言いますと、この事実を真剣に受け止めてそれに向かい合い、そして判断をしていかなくてはならない。政府も危険区域の問題や、あるいは暫定基準の問題は提示されているので、おそらく最後の最後は何を信じて良いのか分からないということになるかもしれませんが、最後はやはり自分で判断していかなくてはならないと思います。これは決して投げやりなことではございません。そういった判断をしなくてはならないと思っている次第です。先程理事長からありましたサマコンのメインフォーラム、パネルディスカッションですが行かれた方は覚えているかと思いますがそのパネリストの中の方が今の日本は戦後の日本というよりは、災後日本という表現がふさわしいとおっしゃっておりました。ＪＣの歴史を振り返ると戦後の復興のために先輩たちが明るい社会を作るために努力をしたという表現を理事長所信等で耳にしますが、もしかすると数十年後の我々の後輩の世代の表現が災後日本に我々の先輩達はこうであったと表現するのではないかと思いました。ということは当然我々の世代が、災後日本、復興のために我々がしなくてはならないことをしっかりと考えて行動を移していかなくてはならないかとそんな見方も考えながら香港の３日間を過ごしてきたわけでございます。是非、皆様も今やらなければならないことをしっかりと自覚して、そして今後のＪＣ活動を行って頂きたいと思います。直前の挨拶と代えさせて頂きます。最後まで宜しくお願いいたします。
１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木力総務委員長

１３番確認事項はその他を含め１件、１４番討議事項はその他を含め１件、１５番審議事項その他を含め７件、１６番協議事項はその他を含め９件、１７番報告依頼事項その他を含め１２件。

１２．議事の採決　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
【全員賛成で審議可決】

１３．確認事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
確認―０１　その他
削除

１４．討議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

討議―０１　その他
削除
１５．審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長

審議―０１　山形ＪＣシニアクラブとの交流（案）承認に関する件　　　会員交流委員会

中村正利委員長【上程】

井上周士副理事長【補足】

シティレディＪＣとの締結式でもシニアの方には多大なるご協力を頂いた。この会はシニアの方々から経験や知識を頂き、ＡＳＰＡＣ開催の力にしていくのでご意見を頂きたい。

野口雅弘副理事長【質問】

参加方法の質問です。シニアは約６００名いるのだが、参加数がなぜ５０名になっているのか。赤字で訂正されている代表幹事への挨拶文は、電話でするのか。直接というのはどういう手法なのか。

中村正利委員長【回答】

過去の参加数を勘案し数字を確定した。代表幹事への呼びかけはシニアクラブの会長と相談し、代表幹事が固まりつつあるためご挨拶をして参加促進に繋げていく。直近とは１０年くらいの経験のある諸先輩方という意味である。
野口雅弘副理事長【意見】

５６年続いていて、年代で見ればこの計算だと１名も満たないということになります。またメール等々というのはもっと具体的にして頂きたい。先輩から学ぼうという姿勢がこの議案からは見えてこない。先輩から来てほしいという姿勢を見せないといけない。
伊藤健二委員長【質問】
懇親祝賀会のアトラクションの２０１１年活動報告ブースの設営で、夢を現実にする特別委員会、花火大会特別委員会、ひとづくりの３委員会に絞った理由は何か。また、添付の参考にひとづくりでないというのは、その事業の添乗をしてほしいという意味なのか。
中村委員長【回答】
３つに絞った理由は、花火については青年会議所のメインの行事なので先輩との話のネタになるのではないかと思ったため。夢を現実にするについては、ＡＳＰＡＣを見据えているのでＰＲ出来ればと思ったため。ひとづくりについては街作りということで広くＰＲが出来る委員会の事業であると思ったためである。
鈴木本部長【質問】
予算書の方で会場設営費はどうなっているのか。またＡＳＰＡＣ山形大会誘致ＰＲビデオはどこにあるのか。
中村委員長【回答】
会場使用料については飲食を伴う会であるということで全面協力を頂いた。ビデオについて夢を現実にする特別委員会でそのような資料を作成していると聞いたので入れた。
鈴木本部長【質問】

当委員会でのＰＲビデオですが、ＰＲビデオ作成という予算はＰＲの中に含まれており予算は持っていない。今後を考えた場合、海外向けに作成しなくてはならないため、現状では予算はない状況なので相談しなくてはならない。国内版のＰＲビデオはない。レイアウトについて３つの委員会となっているが、５つのブースを設営することに対してどう考えているか。
中村委員長【回答】

褒賞を取った事業等の備品を展示しようと考えている。記載が抜けていた。

鈴木本部長【意見】

審議議案としては足りない内容である。しっかりと具体的に進めて頂きたい。

三浦副理事長【質問】

予算書の看板にはどのような文字が載るのか。
中村委員長【回答】

山形青年会議所シニアクラブとの交流会という文字となる。

三浦副理事長【意見】

予算の中で看板費用は大きいウェイトを占めている。具体的なものが載せていないので、しっかり記載して頂きたい。

東海林室長【質問】

スケジュールの１９時３０分の歴代事業紹介について具体的に教えて頂きたい。
中村委員長【回答】

花火大会ですがご出席頂いた１名に絞る。緑のプランター事業について当時まちづくりという中での事業でしたので、昔と今ということで伊藤委員長よりコメントを頂ければと思います。全国大会の件ですが先輩と話をして２０１４年がキーワードになると思うので、その関係者にお願いしたい。
東海林室長【質問】

今、考えたとしか思えない発言だと思う。事前に先輩には話をしていくべきである。ちなみに関係者とは誰ですか。

中村委員長【回答】

次年度理事長予定者や大会実行委員長と考えていた。また、先ほどの発言で理事への説明やお願いをしていなかったことに対して申し訳ない。
菊池特別委員長【意見】

今までの質問については、審議には記載になっていると思って期待していたのでこのような質問が多く出たのだと思う。この議案ですぐ当日を迎えられるようにしなくてはならない。もっと具体的にした方が良い。本日は部分審議が良いと思う。
井上副理事長【回答】
宜しくお願い致します。

【棚上げ動議】
【全員賛成により可決】

中村正利委員長【（案内文の追加により）再度上程】
中村本部長【質問】
タイムスケジュールの時間に違和感がある。特に開会１８時３５分は不自然な感じがする。案内も３５分なのか。

中村委員長【回答】

案内の方では３０分に修正する。
齊藤副理事長【意見】
修正箇所がまだある、事務局一任で良いのでは。後に内容をメールにて配信で良いのではないか。

鈴木本部長【意見】

担当副理事長の責任で作成し事務局へ確認頂き発送で良いのではないか。

【全員賛成により審議可決】
審議―０２　９月定時総会開催（案）承認に関する件　　　　　　　　　総務委員会
鈴木委員長【上程】

鈴木本部長【質問】

９月例会の場所は決まっているのか。また、７月臨時総会が１００％、素晴らしいと思うが、催促なしではどの程度の集まりだったのか。

鈴木委員長【回答】

締め切り日までで６０数通、その後二日置きに集計し、最終的に１００％になった。

鈴木本部長【意見】

状況を把握し、各委員長は催促なくても出てくるようにしたいのでよろしくお願いします。

奥山専務理事【補足】

議題案として添付している。これから２０１２年度の組閣が決議されるわけだが、のちほど審議上程させて頂く中で２０１４年度のＡＳＰＡＣ実行委員長の件がある。そちらを審議頂き、追記する。
【全員賛成により審議可決】
審議―０３　７月臨時総会の開催事業報告（案）承認に関する件　　　　総務委員会
鈴木委員長【上程】
安藤室長【質問】

公益に関する議案があがっているが、プロジェクトチームの田牧「サブリーダー」が上程したという意識でいたが、「財政局長」としての上程でよろしいのでしょうか。

鈴木委員長【回答】

「サブリーダー」として上程しておりましたので修正する。

【全員賛成により審議可決】
審議―０４　４月連絡調整例会の開催事業報告（案）
並びに決算（案）承認に関する件　　　　事務局
横山事務局長【上程】
齋藤監事【監査報告】
会場費による５万円、適正に報告されております。

齊藤副理事長【意見】
公益社団に向けすすんでいく中で受益者負担というものが出てくると思う。今後事務局の引き継ぎの中に領収書の部分も含めて引き継ぎ出来るようお願いしたい。
三浦副理事長【意見】

当日、プロジェクターとスクリーンなど使っていたので配置などの資料も参考になるよう写真等を加えて頂ければと思う。
【全員賛成により審議可決】
審議―０５　退会者（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　　　事務局
奥山専務【上程】

【全員賛成により審議可決】
審議―０６　２０１４　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ　ＹＡＭＡＧＡＴＡ大会実行委員長
予定者（案）承認に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次年度役員選考委員会
オブザーブ退出
荒井直前【上程】
後藤特別委員長【意見】
入会当初から頑張ってらっしゃってＡＳＰＡＣに向けて重責を担っていただける方だと思う。私は卒業するが、ぜひ頑張って頂きＡＳＰＡＣの開催に何かしらの形で関われればと思う。
菊地特別委員長【意見】

一番大変な役を受けて頂きありがとうございます。ＬＯＭの一番大変な役目を受ける秀和君のみちのりは、本当に大変だと思う。秀和君に何かがあれば精一杯のご支援をさせて頂く。来年から残る皆様も一番つらいところを買って出た秀和君に応援をして頂きたい。卒業される方も秀和君をバックアップして頂きたい。ありがとうございます。
【全員賛成により審議可決】
斎藤監事

色々と考えてきたのですが、熱いものがこみ上げてきて失礼します。ただいまほどは２０１４年ＡＳＰＡＣ山形大会の大会実行委員長予定者としての承認を頂き、誠にありがとうございます。今年度、監事職を務めさせて頂き、また、日本青年会議所ＪＣＩ関係委員会に副委員長として出向させて頂いております、斎藤秀和であります。私は２００６年山形青年会議所に入会させて頂きまして、ＬＯＭ歴もさほど長くもなくまた、たいした能力がある男でもございません。ただひょんなことから入会した次の年に国際系のＬＯＭの委員会に配属して頂きまして、そして日本の国際系の委員会に出向させて頂くと言う御縁を頂いて、これまでの貴重な場面や裏場面、そこで汗水を垂らして頑張っているメンバーの姿を数多く見させて頂いておりました。私のような者がここまで青年会議所活動を続けてこれたのは、一体何が原動力だったのかと考えてみますと、そこには楽しさがございました。メンバー同士、先輩との交流から得られる楽しさ、また、海外へ行って海外のメンバーとお酒を酌み交わしたりＪＣのことを話したりすることによる楽しさ、そしてもちろん、高い壁を急に出されてそこをメンバー同士が手を取り合って乗り越えた時の達成感、そこから得られる楽しさ、様々な楽しさがあったからこそ今日まで青年会議所活動を続けてこれたんだと実感しています。２０１４年ＡＳＰＡＣ山形大会もしかりだと思います。私たち２０１４年までを担っていくメンバーひとりひとりが楽しく活動していかなければ本当の意味での大会を完成することはできませんし、何よりも楽しさがなければやっていく私たちも大変でありますし、来て頂く方も喜んで頂けないものと思います。楽しいとは楽することではありません。みんなの力を合わせて手をとりあってこの山形青年会議所の力で成し遂げていく、そういったＡＳＰＡＣを目指して２０１４年まで身を粉にして、どんな激流の前でも立ちはだかってすすんでいくことを覚悟しております。そして、みなさんも一人一人が力を大いに発揮して頂けることを信じています。私たちの手でつくる２０１４年、私たちの手でつくるＡＳＰＡＣをやっていきましょう。僕たちが作るのです。是非みなさんの力を頂いて２０１４年ＡＳＰＡＣ山形大会に向けて共に歩んで下さい、どうぞよろしくお願い致します。
審議―０７　その他
削除
１６．協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
協議―０１　VPトレーニングの開催（案）に関する件　　　　　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木本部長【上程】

斎藤副理事長【質問】

９月９日にＡＰＤＣナイトを蔵王でと記載されているが、その日はブロック協議会主催で会頭訪問を予定しており、理事長との座談会ののち、宮城ブロック協議会のほうでも会頭との座談会が予定されている。今現在、ブロックの事務局で担当委員会と出入りの部分を確認している。宮城、山形どちらに宿泊するのか明確になっていないので、調査の上委員会へ報告する。

野口副理事長【意見】

２００９年以降このようなトレーニングをするようになった。根本的にこの事業は鈴木監事が出向しているＡＰＤＣで主催する。よって開催地ＬＯＭの動きはすべてが対応である。２０１４年主力となって動かれる方々がいるので、交流をして頂きたい。

中村祥之本部長【質問】

予算総額が０円ということで金額はどのくらいで負担は誰がするのか。またメンバーはどの部分にウエイトおいて参加をするべきか。

鈴木辰太郎本部長【回答】

それぞれのグループの中に任務をつけさせて頂いている。３日間のうちウエイトをおいて頂きたいのは山形ナイトではないかと考えている。予算に関して、拠出は突発的に出た事項でＡＳＰＡＣに関わることとして基金の方から運営をして行きたい。ＶＰトレーニングの全てに関して受益者負担である。
【審議振替動議】
【全員賛成により審議可決】

協議―０２　新入事業企画・実施（案）に関する件　　　　　　　　　　会員拡大委員会
五十嵐新入会員会長【上程】

菊池学特別委員長【質問】

東北電力の出前電気講座とあるが、対象は大人であるのか。子供たちは飽きないで聞いていられるのか。

その講座とはどのようなものか。実施場所にある河川敷にした場合のデメリットであるが、前日からの場所取りにはドラマが生まれるので良い記念になると考える。

五十嵐新入会員会長【回答】

まだ講座を聞いていなかったので子供も対象にしているのかはまだわからない。また場所取りに関しても今後検討していきたい。

三浦孝一郎副理事長【意見】

４５分の講座は大人でも長いと思う。皆さんに聞かせる手法を考えて頂きたい。

鈴木辰太郎本部長【意見】

Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ 創造に関わる事項に関してだが４つの柱を踏まえた上で考えて頂きたい。

野口雅弘副理事長【質問】

背景と目的をもう一度揉んで頂きたい。会場のパターンが３つあるが一番押しているのはどの会場か。

五十嵐新入会員会長【回答】

さくらワンダーランドで趣向を変えて行いたい。

野口雅弘副理事長【意見】

できれば会場の選定理由を添えて頂きたい。

高橋大監事【意見】

事業実施に至る背景の第一文で「今年度の新入会員が事業を企画・運営することで、・・・必要である」とあるが、なぜ必要なのか。

五十嵐新入会員会長【回答】

職業の業種や年代も違う新入会員の絆、友情を深めたいと考えたからである。

高橋大監事【意見】

なぜ必要なのかということを背景に盛り込んで頂きたい。

菊池学特別委員長【意見】

会場費が占める予算の割合が大きいと思う。

船橋吾一理事長【コメント】

皆様大変お疲れ様です。私は２００１年度入会で月組２１なんていう名前が付いていた２１名だったと思います。その時は「ネイチャーラリー」ということで、西蔵王で自然を相手にクイズをしたり松ぼっくりでゴルフをしたりしました。そこの至るまでには何回も協議をして何回もお酒を飲んで友情が芽生えたと思います。最終的には卒業年度が永遠に続く仲間となるがその前は新入会員の同期が仲間です。ここから切っても間違いがない事業になるようにいろんな方面から皆さんで話し合い、分からないことがあれば先輩方に聞いてください。今日の意見は意地悪ではなく皆さんにいろんなことを気付いて頂きたいということで毎年なされております。頑張って下さい。
協議―０３　卒業例会の開催（案）に関する件　　　　　　　　　　　　会員交流委員会
中村正利委員長【上程】
菊池学特別委員長【意見】

笑顔を持ってこの事業に取り組んで頂きたい。
中村祥之本部長【意見】

卒業生の飲食の部分で控室と会場でのバランスを考えて頂きたい。

三浦孝一郎副理事長【意見】

卒業生がいるので書きづらいと思うが、きちんとやりたいことを議案に載せた上で予算などを組んで頂きたい。

鈴木辰太郎本部長【質問】
事業目的の中での「１００％例会と位置付け」とあるがどのように考えているのか。

中村正利委員長【意見】

卒業例会では多くのメンバーに卒業生を送り出して頂きたいと考えている。

船橋吾一理事長【コメント】

すばらしい卒業にして頂きたいと思います。

鈴木力委員長【延長動議上程】

【１時間の会議延長動議】

【全員賛成により審議可決】

協議―０４　９月公開例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　　　山形ブロック協議会支援委員会
オブザーブ退出

遠藤委員長【再上程】
野口副理事長【意見】

電話対応マニュアルがあるが、今後の活動記録を残して頂きたい。

鈴木本部長【意見】

シナリオの修正等ある場合抜けないようにして頂きたい。司会に当委員会の竹田ひろみを抜擢頂いているがいろいろな方へのチャンスという意味で新入会員の増田さんや新入会員の方も良いと思う。

高橋監事【意見】

日程だが選挙の前に事前説明会があるはずである。日程を確認頂いて各陣営の方が来ているのでそちらも確認頂きたい。

三浦副理事長【意見】

公開討論会の１ヶ月前にプレリリースがある訳だが、そこまで一般有権者に討論会自体があることを分かってはいけないことになっている。今回の議案の取り扱い、気をつけて頂きたい。

【全員賛成により条件付き審議可決】

協議―０５　１０月公開例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　　山形ブロック協議会支援委員会
遠藤委員長【上程】
伊藤委員長【意見】
委員会名はひとづくり推進委員会である。宜しくお願いしたい。

中村本部長【意見】
参加人数１０００名とあるが山形でも大人数でのイベントとなるが、サークルや部活動などのまとまった参加者のベースとなる所を考えていた方が良いと思う。

遠藤委員長【回答】

チラシ配布リストにある山形でウオーキングをされている団体の方への呼びかけも考えてある。

三浦副理事長【質問】

ルートで実際のルートを歩いて頂きたいと前回お願いしたが回って頂けたか。

遠藤委員長【回答】

作成前に委員で手分けして自転車で回った。いくつか危険箇所があったので警備等お出しする。

三浦副理事長【意見】

実際のルートで歩道の右を歩くのか左を歩くのか交差点等ポイントがあるはず、細かいところまで見て頂きたい。緑町のあたりで酒井製麺の所に線がずれているのは何か。

遠藤委員長【回答】

チェックポイントを設ける為酒井製麺さんの場所をお借りする。

船橋理事長【コメント】

盛りだくさんで壮大なイベントでございます。雨が降ってですとかいろいろなことを想定して頂ければと思います。今後も頑張って下さい。本当に楽しみにしています。

協議―０６　出向者支援に関する合同グループ会議の
企画・実施（案）に関する件　　　　　　広報渉外委員会
三澤室長【上程】
井上副理事長【質問】

参加動員計画及び推進計画をどのように行うのか。

三澤室長【回答】

メール、委員会内委員長、幹事へお願いする。

井上副理事長【意見】
数年前にあった出向者しか出席していない出向者報告会にならないようにして頂きたい。

菊池特別委員長【意見】

出向者はＬＯＭを代表しているわけである、労う会にしてまた参加者が今度出向してみたいと思って頂けるような会にして頂きたい。

鈴木本部長【意見】
議案名を正規の物に訂正願いたい。参加者を誘うのがやはり難しいが是非委員長の方からメンバーで今度出向して頂きたい人を募って頂きたい。実施組織について委員会任務である。考えて頂きたい。違和感がある。
協議―０７　山形ビューティフルコミッションへの

支援活動（案）に関する件　　　　　総務委員会
鈴木委員長【上程】

三澤室長【補足】

協議―０８　２０１１年度１０月例会日程変更（案）に関する　　　　　事務局
【協議取り下げ】

協議―０９　その他
１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長
報告―０１　第３２回山形大花火大会会場一部変更と
協賛募集状況について　　　　　花火大会特別委員会
報告―０２　山形ブロック協議会出向者の活動支援並びに
渉外活動支援に関する件　　　　　山形ブロック協議会支援委員会
報告―０３　第４４回山形ブロック会員大会南陽大会報告について　　　広報渉外委員会
報告―０４　サマーコンファレンス２０１１ 
ｉｎ パシフィコ横浜報告について　　広報渉外委員会
報告―０５　各種大会、対外行事への参加促進と登録について　　　　　広報渉外委員会
報告―０６　ルーム備品の未返却状況について　　　　　　　　　　　　事務局
報告―０７　委員会別「ルームコピー機使用状況」について　　　　　　事務局
報告―０８　慶弔慰金（７月度）について　　　　　　　　　　　　　　事務局
報告―０９　定例理事会の出欠状況について　　　　　　　　　　　　　事務局
報告―１０　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　事務局
報告―１１　日本ＪＣじゃがいもクラブ　

チャリティーゴルフ大会について　　　 事務局
報告―１２　その他
１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
２０１１年度第７回理事会

８月２３日（火）１８：３０～

パレスグランデール２Ｆ
１９．監事講評

高橋監事
皆さん本日も長時間の会議お疲れ様でした。なかなかうまくいかないものだと本日も思っておりました。本日二点ほど申したいと思います。時間の無い中申し訳ありません。議案の中でいろいろな意見が出されています。そちらが次の理事会にも反映されていない時が多々あります。本来であれば委員長が上程してすべて覚えていればいいのですが、意見が多いのか議案の精度が悪いからなのかなかなか委員長がもって帰れないのではないのか、委員の方のサポートがやはり必要だと思います。あと本日豊島委員長が欠席で三沢室長が上程しましたがせめて委員の方が一名は来ていないといけないのかと思います。私もサクランボの季節に一人で来た覚えもありますので、そう言った所は来て頂きたいと思います。もう一つがＡＳＰＡＣの最初の役職実行委員長が決まりました。齊藤監事に置かれましては三年間職を全うして頂きたいと思います。私も同期として、今年度で卒業ですが市役所職員として一番ＡＳＰＡＣを理解していると自負しているので、終わるまでは今まで同様御相談頂ければ何らかのお力になれると思うのでお話頂ければと思います。何はともあれ三年間頑張って頂きたいと思います。単年度制のＪＣで三年後の役職が決まると言うのはなかなかないことではありますが一致団結して頂きたいと思います。私も三年間ＡＳＰＡＣに向けて精一杯取り組ませて頂くことを御誓い申し上げます。長くなるといけませんのでこれで監事講評とさせて頂きます。お疲れ様でした。

２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
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